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主要野菜類のカ ドミウム含有率と吸収特性

大森誉紀

Cadmium Concentrationand Characteristics ofCadmiumUptakebyVegetablesinEhime

00MORI Takanori

一 定 濃 度 の カ ドミ ウ ム含 量 土 壌 を 使 用 し ,栽 培 試 験 お よ び そ の 時 の 野 菜 類 の カ ドミ ウ ム 濃 度

を調 査 した 。 ナ ス で は 多 くの 品 種 で Codex基 準 を超 え た もの の ,低 吸 収 台 木 へ の 接 木 で 吸 収 抑

制 で き た 。 タマ ネ ギ で は 低 吸 収 品 種 の 選 定 が 吸 収 抑 制 に 効 果 的 で あ っ た 。 ホ ウ レ ン ソ ウで は 低

吸 収 品 種 の 選 定 と土 壌 pHの 適 正 管 理 で よ り吸 収 を 抑 制 で き る こ と が 明 らか とな つ た .ま た ,

レタ ス ,キ ャベ ツ , ソ ラマ メ ,実 エ ン ドウ ,サ ヤ エ ン ドウ ,バ レイ シ ョ,カ ン シ ョ,ナ ガ イ モ
,

キ ュ ウ リで ,カ ドミ ウム 濃 度 が そ れ ぞ れ の Codcx基 準 よ り低 い こ とが 確 認 で き た .

キ ー ワー ド :野 菜 ,可 食 部 ,カ ド ミ ウ ム 濃 度

し
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1.緒 言

カ ドミウムは土壌 また は水 な どの環境 中 に広 く

存在す るた め ,米 ,野 菜 ,果 実 ,肉 ,魚 な ど多 くの

食 品 に環 境 由来 のカ ドミウムが多少 な りとも含 ま

れ て い る。厚 生労働省 HPに よる と,日 本 で は ,米

か ら摂 取 す る割 合 が最 も高 く,食 品 か らの カ ドミ

ウムの一 日摂 取量 の約 4割 を 占めてい る。そ の ほか

に,雑 穀 ,野 菜 ,魚 介類 が高 い .カ ドミウム濃度 の

高い食 品 を長年 に渡 り摂 取す る と腎機 能 障害 を起

こす 可能性 が あ る こ とか ら,国 内 では食 品衛 生法

にお いて ,米 ,清 涼飲 料水及 び粉 末清涼飲 料 にカ ド

ミウムの基 準値 が設 定 され てい る (厚 労省 HP).

2010年 の食 品衛 生法 に基づ く食 品添加物 等 の規

格 基準 の改正 にお いて は ,カ ドミウムの基 準値 の

内 ,米 (玄 米 )に つ いてだ け改正 され ,「 玄米 お よ

び精米 中 0.4mg/kg以 下」とな り,平成 23年 2月 28

日に施 行 され た (厚 労省 告示第 183号 ).

米以外 の食 品 につ いては ,米 に比べ ,そ れ らか ら

のカ ドミウムの摂 取量 が少 な く,基 準値 を設 定 し

て管理 す る こ とと して もカ ドミウム摂 取 の低 減 に

は大 きな効果 は期待 で きない こ とか ら,厚 生 労働

省 は基準値 を設 定 しない こ とと し,関係者 に対 し

引 き続 き,農 産物 の生産段 階で の低減 対策 を推進

す るこ ととしてい る。併せ て ,農 水産物 の含 有実態

調査 を実施す る こ とを要請 し,今 後 ,一 定期 間経過

後 に低減 対策 と含 有 実態調 査 のそ の実施状 況 につ

いて報 告 を求 め ,必 要 に応 じて米以外 の食 品 の規

格 基準 の設 定等 につ い て検 討す る こ ととな つてい

る (厚 労省 HP).

この こ とか ら,野 菜 につ いて は 当面 はカ ドミウ

ム の国 内基 準値 は設 定 され ない もの と思 われ る。

しか し,野 菜 のカ ドミウム に係 る国際基準 で は ,豆

類 0.lmg/kg,バ レイ シ ョ 0.lmg/kg,根 菜 ,茎 菜

0.lmg/kg,葉 菜 0.2mg/kg,そ の他 の野菜 0.05mg/

kgが ,2005年 7月 の第 28回 コーデ ックス委員 会総

会 で合意 され て お り,上 述 の含 有実態調査 等 に よ

り今後 国内基準値 の設 定 もあ りうる。

本 県 の野菜 は水 田転 作や 水 田裏 作 と して栽 培 さ

れ る こ とが多 い が ,本 県 の水 田土壌 中のカ ドミウ

ム濃度 は約 0.3mg/kgと 全 国非汚染農耕 地 とほぼ同

じであ る (大 森 ,2009).上 述 の よ うに ,野 菜 のカ

ドミウム にか か る国 内基準値 は今 まで設 定 され て

い なか つた た め,野 菜 にお け るカ ドミウムの吸収
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表 1 供試作物 の栽培概要

播種・ 定植 収穫時期
施肥窒素量  苦土石灰

(kg/10a)    (kg/10a)
植 栽 様 式

レ タ ス

キ ャベ ツ

2007/10/9 定植

2007/10/9 定植

冬ホ ウレン ソウ  2008/10/10 播 種

夏ホ ウレン ソウ  2009/5/22 播 種

1/4

2/13, 3/3

11/25

6/22

24

35

12

24

100

200

200

100

畝巾 lm 2条

畝巾 lm 2条

畝巾 lm 3条

畝巾 lm 3条

株間 30cm

株間 30cm

条播

条播

ソラマ メ

実エ ン ドウ

サヤエ ン ドウ

2007/11/20 定植   4/23～ 5/2

2007/10/26 播 種   3/24～ 4/23

2007/10/26 播 種   3/6～ 4/21

8

10

10

100

100

100

畝巾 lm l条  株間 60 cm

畝巾 lm l条  株間 10 cm

畝巾 lm l条  株間 10 cm

tsV4/a

)tY!=
-l)J'4 +

,<l-+

2008/3/4  定植

2008/6/3  定植

2008/4/18 定植

2008/H/3 定植   3/31～ 5/23

5/26

9/19

10/21

20

8

36

24

200

100

200

200

畝巾 lm l条  株間 30 cm

畝巾2m 2条  株間 30 cm

畝巾 lm l条  株間 30 cm

畝巾 lm 3条  株間 13 cm

ナ ス

キュ ウ リ

2009/5/8    定 植     5/26-7/9

2008/3/4  定 植   4/28～ 6/4

55

36

200

200

畝巾 lm l条  株間 50 cm

畝巾 lm l条 株間 40 cm

化成肥料は IBS222を使用、苦土石灰は粒状炭酸苦土石灰を使用

や 蓄積 に関す る知見 は少 な く,非 汚染 土壌 レベル

でのカ ドミウム含 有量調査 につ い ての報告 は乏 し

い。したが って ,野 菜類 のカ ドミウム に係 る国 内基

準値 が設 定 され る前 に,野 菜 のカ ドミウム含 有 量

を把握 してお くこ とは ,カ ドミウム を吸収 しに く

い品 目や 品種 の選択 ,転換 を可能 とす る こ とか ら

試 験 を実施 したので報告す る。

なお ,本 研 究 は ,「 先端 技術 を活用 した農林水産

研 究高度 化事 業」に よ り実施 した。

2.材 料 お よ び 方 法

試 験 は ,農 林 水産研 究所 の地 下水位 調整施 設 内

の枠 圃場 (2m× 2mの コンク リー ト枠 )で 行 った。枠

圃場 の既 存 の土壌 は搬 出 し,下 層 土 の影 響 を受 け

ない よ う遮根 シー トを敷 いた上 に,水 田土壌 (pH

(H20)が 5.8,0.l mO1/z塩 酸抽 出カ ドミウム濃度

が 0.22mg/kgの 中粗粒 グライ 土 )を 2007年 9月 13

日に 30cm以 上客土 した .

供試 作物 は ,レ タス ,キ ャベ ッ ,冬 ホ ウ レン ソウ ,

夏 ホ ウレン ソウ,未 成熟 ソラマ メ (以 下 ソラマ メ ),

実エ ン ドウ,サ ヤエ ン ドウ,バ レイ シ ョ,カ ンシ ョ ,

ナガイモ ,タ マネ ギ ,キ ュ ゥ リ,ナ スの 13品 日で ,

各 品 目2品 種 以 上 を供試 した。レタスは結球 レタス

を供試 した .キ ュ ウ リは同 じ台木 の接木 苗 (穂 木 2

品種 )を 比較 した。ナ スでは同 じ台本 の接木苗 (穂

木 5品 種 )の 比較試験 と,台 木 品種 が異 な る接木 苗

(穂 木 1品 種 )の 比較試験 を行 つた。

栽培概 要 は表 1に 示 した。耕 起 は管理機 で行 い
,

耕起深 は約 10cmで あ る。

植 物 体試 料 の可食 部 は表 2の とお りと した 。 ま

た ,レ タス とキ ャベ ツでは ,株 全体 か ら可食部 と主

茎 を除 いた部分 (以 下 ,外 葉 とす る)も 分析試 料 と

した ,試 料 の調製 は ,枠 内の植 物 体 をすべ て採 取

し,よ く混和 して 2ま た は 3検 体 と した後 ,300g程
度 に縮 分 ,80℃ で通風 乾燥後 ,粉砕 した。試料 の分

析 は ,乾 燥試料 lgを 硝酸 一硫酸分解 し,APDC一 酢

酸 エ チ ル で抽 出後 ,原 子 吸 光 光 度 計 (日 立 z―
5010,波 長 228.8nm)で 測 定 した。

作付 け前後 の作土 か ら土壌 を採取 し,定 法 (土 壌

標準分析・測 定法委員会 ,1986)に よ り風 乾土壌 の

pHを 測 定 した。

表 2 野菜品 目の調査部位 (可 食部 )

可食部 の調製

葉 菜

葉 菜

葉 菜

果 菜

果 菜

果 菜

果 菜

果 菜

根 菜

根 菜

根 菜

根 菜

レタス

キ ャベ ツ

ホ ウ レン ソウ

ソラマ メ

実エ ン ドウ

サヤエ ン ドウ

ナ ス

キ ュ ウ リ

バ レイ シ ョ

カ ンシ ョ

ナガイモ

タマネ ギ

株 もとのみ除 く

結球部分 (芯 は除 く)

株 もとのみ除 く

サヤは除 く

サヤは除 く

す じ,両端 は除 く
ヘ タは除 く

両端 は除 く

表皮 を除 く

両端 と皮 を除 く

表層 ,ひ げ根 を除 く

皮 ,底板部 ,頭部 を除 く
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3 結 果

レタスの可食 部 のカ ドミウム濃度 は,A品 種 で

0.03mg/kgFW,B品 種 で 0.04mg/kgFWで あ った 。

外葉 の濃度 は,そ れ ぞれ 0.32mg/kgFW,0.24mg/

kgFWと ,可 食 部 に比べ高か つた。収穫 後 の土壌pH

は,そ れ ぞれ 5.1,5.3で あつた (表 3).

キャベ ツの可食部 のカ ドミウム濃度 は ,供試 した

2品 種 とも0.02mg/kgFWで あつた .外 葉 の濃度 は ,

A品 種 で 0,07mg/kgFW,B品 種 で 0.03mg/kgFWで

あつた。収穫 後 の土壌 pHは ,そ れ ぞれ 5.4,5.5で

あつた (表 4)。

ホ ウ レン ソウでは ,夏 ホ ウ レン ソウで H品 種 ,冬

ホ ウ レン ソウで 8品 種 を比較 した。カ ドミウム濃度

は ,夏 ホ ウ レン ソウで は0.14か ら0。 20mg/kgFWで

あ り,品 種 差 がみ られ た。冬 ホ ウ レン ソウで は0.05

か ら0.18mg/kgFWで あ り,最 大値 と最 小値 の差 は

夏 ホ ウ レン ソウの場 合 よ り大 きかった (図 1).収 穫

後 の土壌 pHは ,夏 ホ ウ レン ソウで 5.5か ら6.1,冬

ホ ウ レン ソウで 5.7か ら6.4で あった (表 5,表 6).

ソラマ メの可食部 のカ ドミウム濃度 は ,供試 した

2品 種 とも0,01mg/kgFWで あつた。サヤ の濃 度 は ,

A品 種 で0.01mg/kgFW,B品 種 で 0.02mg/kgFWで

あ り,茎 葉 の濃 度 は それ ぞ れ 0,03mg/kgFW,
0.09mg/kgFWで あつた .収 穫後 の土壌 pHは ,そ れ

ぞれ 5.5,5.4で あつた (表 7).

表 3 レタスの収量、カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種

調整 重

(g/1床 )

可食部 Cd  標 準偏差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

外葉 Cd

(mg/kg FW)

作付 前

土壌 pH

収穫 後

土壌 pH

Ａ

　

Ｂ

599

745

0.03

0.04

0.01

0.01

0.32

0.24

5.8

5.8

5.1

53

表 4 キャベ ツの収量 ,カ ドミウム濃度 と土壌 の pH

品 種
調整 重

(g/株 )

可食 部 Cd  標 準 偏 差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

外葉 Cd

(mg/kg FW)

作付 前

土壌 pH

収穫 後

土壌 pH

Ａ

　

Ｂ

919

1,528

0.02

002

001

0.00

007

0.03

58

5.8

5.4

5.5

（≧
』
¨
ミ
∞
Ｅ
）
留
蝶
く
（

′′／
２
長

ホ ウ レン ソウ品種

図 1 ホ ウレンソウのカ ドミウム濃度

Aか らKは夏ホウレンソウ,Lか らSは 冬ホウレンソウの品種を示す .

エラーバーは標準偏差
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表 5 夏ホウレンソウの収量と土壌の pH

愛媛県内主要野菜類のカ ドミウム含有率と吸収特性

表 6冬 ホウレンソウ栽培土壌の pH

品 種
調整 重

(g/m2)

作付 前

土壌 pH

収穫後

土壌 pH
品 種

作付 前

土壌 pH

収穫後

土壌 pH
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

246

225

209

225

259

260

229

171

139

296

235

5.7

5.7

58

57

56

58

5.8

5.7

5.6

5.6

56

58

57

58

57

57

6.1

57

59

55

58

5.6

L

M

N

O

P

Q

R

S

57

57

57

57

5,7

5.7

5.7

57

5.7

5.8

5.8

5.7

6.0

60

6.3

64

表 7 ソラマメの収量 ,カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種

調整重

(g/m2)

作付前

土壌 pH

収穫 後

土壌 pH

可食部 Cd  標 準偏差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

サヤ Cd   茎葉 Cd

(mg/kg FW) (mg/kg FW)
９３

　

８７

Ａ

　

Ｂ

0.01

001

<001

<001

0.01

002

58

58

55

54

表 8 実エ ン ドウの収量 ,カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種
調整 重

(g/m2)

可食部 Cd  標 準偏差   サヤ cd

(mg/kg FW)  (mg/kg FW) (mg/kg FW)

茎葉 Cd

(mg/kg FW)

作付前

土壌 pH

収 穫後

土壌 pH
Ａ

　

Ｂ

001

0.04

<0.01

001

<001

002

005

0.03

5.8

5.8

58

5.8

表 9 サヤエン ドウの収量,カ ドミウム濃度 と土壌 の pH

品 種
調整 重

(g/m2)

可食部 Cd  標 準 偏 差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

茎葉 Cd

(mg/kg FW)

作付 前

土壌 pH

収穫後

土壌 pH
Ａ

　

Ｂ

706

551

<0.01

002

<001

<0.01

002

0.14

5.8

5.8

57

56

表 10 バ レイシ ョの収量 , カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種
調整 重

(g/m2)

可食部 Cd  標 準偏 差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

茎葉 Cd

(mg/kg FW)

作付前

土壌 pH

収穫後

土壌 pH
Ａ

　

Ｂ

5,200

5,070

0.04

006

<001

<001

0.12

016

5.5

5.5

5,7

5.8

実エ ン ドウの可食部 のカ ドミウム濃度 は ,A品 種

で 0.01mg/kgFW,B品 種 で 0.04mg/kgF Wで あ っ

た。サヤ の濃 度 は ,そ れ ぞれ 0.01mg/kgF W以 下 ,

0.02mg/kgF Wで あ り,茎 葉 の濃 度 は そ れ ぞれ

0.05mg/kgFW,0.03mg/kgFWで あ った。収穫 後 の

土壌 pHは ,い ずれ も 5,8で あ った (表 8).

サ ヤエ ン ドウの可食部 のカ ドミウム濃度 は ,A品

種 で 0.01mg/kgFW以 下 ,B品 種 で0.02mg/kgFWで

あ つた 。茎 葉 の濃 度 はそれ ぞれ 0.02mg/kgFW,
0.14mg/kgFWで あった。収穫 後 の土壌 pHは ,そ れ

ぞれ 5.7,5.6で あ った (表 9).

バ レイ シ ョの可食部 のカ ドミウム濃度 は ,A品 種

で 0.04mg/kgFW,B品 種 で 0.06mg/kgFWで あっ

た。茎葉 の濃度 はそれ ぞれ 0.12mg/kgFW,0.16mg/

kgFWで あつた。収 穫後 の土壌 pHは ,そ れ ぞれ 5.7,

5.8で あつた (表 10).
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カ ンシ ョの可食 部 のカ ドミウム濃度 は ,A品 種 で

0.02mg/kgFW,B品 種 で 0,05mg/kgFWで あ った。

収穫 後 の土壌 pHは ,そ れ ぞれ 5.5,6.0で あ つた。

供試 した 2品 種 とも茎 葉が過 繁 茂 とな り,収 量 は低

か つた (表 11).

ナガイモ の可食部 のカ ドミウム濃度 は ,供試 した

2品 種 とも 0.09mg/kgFWで あ つた。収穫 後 の土壌

pHは ,そ れ ぞれ 6.6,5。 9で あつた (表 12)。

タマネ ギで は 6品 種 を比較 した .可 食部 の カ ドミ

ウム濃度 は 0.02か ら0.06mg/kgFWで あ り,品 種差

がみ られ た (図 2)。 収穫 後 の土壌 pHは 4.9か ら5,3

であった (表 13).

キュ ウ リの可食部 のカ ドミウム濃度 は ,供試 した

2品 種 とも0.01mg/kgFW以 下で あつた。茎葉 の濃

度 は A品 種 で 0.04mg/kgFW,B品 種 で 0.07mg/

kgFWで あつた。収穫 後 の土壌 pHは ,供 試 した 2品

種 とも 5.3で あ つた (表 14).

ナスで は,一 般 的 な台木 (台 木 品種 :F)に 接木

表 H カンシ ョの収量,カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種

調 整 重

(g/m2)

作付 前

土壌 pH

収穫 後

土壌 pH

可食部 Cd  標 準偏差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

Ａ

　

Ｂ

760

1,020

0.02

0.05

<001

<0.01

5.7

5.8

55

6.0

表 12 ナガイモの収量,カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種

調整 重

(g/m2)

作付前

土壌 pH

収穫 後

土壌 pH

可食部 Cd  標 準 偏 差

(mg/kg FW) (mg/kg FW)

Ａ

　

Ｂ

2,320

1,695

0.09

0.09

<0.01

<001

5.8

5.8

6.6

5.9
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表 13 タマネギの収量と土壌の pH

品 種
調整 重

(g/m2)

作付前

土壌 pH

収穫後

土壌 pH

B C D〕
タマネギ品種

図 2 タマネ ギの カ ドミウム濃 度

Aか らFは タマネギの品種を示す .

エラーバーは標準偏差

A

B

C

D

E

F

表 14 キュウリの収量,カ ドミウム濃度 と土壌の pH

品 種

調整 重   可食部 Cd  標 準偏 差   茎葉 Cd   作付 前

(g/m2)   (mg/kg FW) (mg/kg FW) (mg/kg FW)   土ttt pH

1,260

1,980

2,530

2,440

3,020

3,200

4.8

4.9

5.3

5.4

5,3

53

4.9

53

5.0

4.9

5.2

5.1

収 穫後

土壌 pH

Ａ

　

Ｂ

13,858

8,470

<0.01

<0.01

<0.01

<0.01

004

0.07

5.8

5.8

5.3

5.3
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した 5品 種 (品 種 Aか らE)の 可食部 のカ ドミウム

濃度 は 0.04か ら0.09mg/kgFWで あ り,品 種 差 がみ

られ た (図 3).E品 種 につ いては台木 品種 が異 な る

場合 (台 木 品種 :G)に お ける可食部 のカ ドミウム

濃度 は 0.01mg/kgFWと な り,台 木 が異 な るこ とで

カ ドミウム濃 度 が 4分 の 1に 減少 した。収穫後 の土

壌 pHは 5.2か ら 5.5で あつた (表 15).

表 15ナ

A B C D E(Eく )

ナ ス 品 種

図 3 ナ スの カ ドミウム濃 度

Aか らEはナスの品種 (穂木)を示す.Aか らE
の台木品種は F.

E(+G)は台木品種 (G)に 接木したことを示す .

エラーバーは標準偏差

スの収 量 と土壌 の pH

品 種
調 整 重

(g/m2)

タス とホ ウ レン ソウが 0.2mg/kgFW, キャベ ツが

0.05mg/kgFWで あ る。本調査 で は ,レ タスは結球

レタス を供試 し,こ の時の可食部 のカ ドミウム濃

度 は 0.03～ 0.04mg/kgFWで ,外 葉 は 0.24～

0.32mg/kgFWで あつた 。 キャベ ツで は可食 部 が

0.02mg/kgFWで ,外 葉 が 0.03～ 0.07mg/kgFWで

あつた .両 品 日とも,可 食部 の濃度 は外葉 に比べ低

くち約 10分 の 1か ら3分 の 1で あった .両 品 目とも

結球 野菜 で結球期 か らの結球部 の重量増加 は著 し

い。高橋 ら (2009)は ,ダ イ コンや ジャガイモ で可

食部 のカ ドミウム濃度 が低 く,非 可食 部 (地 上部茎

葉 )で は初期 か ら高い こ と,ま た ,可 食 部 が十分肥

大す る とカ ドミウム濃度 が低 下す る こ とを指摘 し

てい る .今 回 ,レ タスや キャベ ツで も同様 な傾 向が

認 め られ た。レタスは ,本 調査 では結球 レタスで あ

り,ま た ,外 葉 でカ ドミウム濃度 が高 か つた こ とか

ら,非 結 球型 レタスでは今 回 の調 査結果 よ り高 く

な る こ とが推測 され るので ,今 後検討 を要す る。

ホ ウ レン ソウのカ ドミウム濃度 は,夏 ホ ウ レン

ソウで 0.14～ 0.20mg/kgFW,冬 ホ ウ レン ソウで

0.05～ 0.18mg/kgF Wで あ り,い ず れ もCodex基 準

を下回 つた .ホ ウ レン ソウは多系交配 に よる複 数

系統 の親 か らな る Fl品 種 が多 い。このた め ,品 種

間差 が大 きい と考 え られ ,砂 川 ら (2008),菊 地 ら

(2006),杉 沼 ら (2004)は ,ホ ウ レン ソウのカ ド

ミウム濃 度 にか か る品種 間差 につ いて報告 してい

る。本調査 で も,品 種 間差 がみ られ ,特 に冬 ホ ウ レ

ン ソウで大 きか った .砂 川 ら (2008)は ,ホ ウ レン

ソウが土壌 か ら吸収 す るカ ドミウムは交換態 が多

い こ とか ら,土 壌 pHを 高 める ことで土壌 の交換態

カ ドミウム量 を少 な く し,ホ ウ レン ソ ウのカ ドミ

ウム吸収 を抑制で きる可能性 がある と述べてい る。

そ こで ,本調査結果 を元 に ,収 穫後 の土壌 pHと ホ

ウレン ソウのカ ドミウム濃度 との関係 を図 4に 示 し

た .冬 ホ ウ レン ソウでは土壌 pHと カ ドミウム濃度

との間 に、5%の 危 険率 で有意 な負 の相 関が あ つた

が ,夏 ホ ウ レン ソウでは相 関が見 られ なか った。杉

沼 ら (2004)も ,ホ ウ レン ソウにお いて品種 に よっ

ては高pH土 壌 で もホ ウ レン ソウのカ ドミウム濃度

が低 下 しない こ とが あ る と指摘 してい る .こ の よ

うに ,土 壌 pHと ホ ウ レン ソウのカ ドミウム濃 度 と

の関係 で は ,作 型 に よっては一定 の傾 向が見 られ

ない場合 が あ るので ,栽 培 上 は低 吸収 品種 を選 定

す る こ とは重要 な こ とで あ る とともに ,今 後 の詳

細 な検討 が望 まれ る ところであ る。

（お
』
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ミ
∞
Ｅ
）
撻
蝶
く
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″
２
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作付 前

土壌 pH

収穫 後

土壌 pH

A

B

C

D

E

E(+G)

3,439

5,520

2,462

2,040

3,475

2,565

6.6

5.9

5.6

5.5

6.0

6.0

5.3

5.3

52

5.2

5.4

5.5

Aか らEの台木品種は F.

E(+G)は 台木品種 (G)に 接木 .

4.考 察

本調 査 は ,研 究所 の施設内で栽培試 験 お よびそ の

時 の カ ドミウム濃度 を調 査 した もので あ る.試 験

に用 いた土壌 の カ ドミウム濃 度 は ,県 内の水 田土

壌 の カ ドミウム濃 度 の平均 とほぼ同 じで あ る こ と

か ら,県 内で栽 培 され る野菜 のカ ドミウム濃度 の

推 定 に有効 と考 え られ る。

Codexの カ ドミウムの基準 では ,葉 菜類 の うち レ
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図4 ホウレンソウのカドミウム濃度と収穫後の土壌pHとの関係

(図 中のオは5%の危険率で有意)

吉川 ら (2009)は 牛ふん堆肥等 の有機 物 を施用す

る こ とで カ ドミウムの吸収 を抑制 で き,菊 地 らは

ホ ウ レン ソウの根 系が深 さ40cm程 度 で あ る こ とか

ら汚染 土壌 では客土や遮根 シー トを利 用 す る こ と

でカ ドミウムの吸収 を抑制 できる と報告 してい る。

本県 では ,ホ ウ レン ソウがカ ドミウム を高濃 度 に

吸収 す る こ とは ない と思 われ るが ,よ り低 吸収 の

品種 を選 定す る こ とと,土 壌 pHを 適正 に調整 す る

こ と,お よび堆 肥等 を施 用す るこ と等 に よ り,ホ ウ

レン ソウの カ ドミウム濃度 を低 く抑 え られ る もの

と考 え られ た。日標 改 良作 土深 に よつて ,土壌 pH

調整 の難 易度や 効果発 現 は異 な る こ とか ら,作 付

前 には粒 度 の小 さい石灰 質肥料 を作 土 に十分 混和

す る こ とが重要 で ある。なお ,ホ ウ レン ソウの生育

に好適 な pHの 範 囲は 6.5～ 7と され て い る (愛 媛

県農林水 産部普及指導課 )の で ,極端 に pHを 上 げ

るこ とも避 ける必要が ある。

豆 類 お よび根 菜 類 の うち ,バ レイ シ ョ,カ ン

シ ョ,ナ ガイモ の Codex基 準 は 0.lmg/kgFWで あ

る。本調 査 では ,ソ ラマ メで 0.01mg/kgFW,実 エ

ン ドウで 0.01～ 0.04mg/kgFW,サ ヤエ ン ドウで

0.02mg/kgFW以 下であ り,い ずれ もCodex基 準 を

大 き く下回つた .ま た,バ レイシ ョでは 0.04～

0.06mg/kgF W,カ ンシ ョでは0.02～ 0.04mg/kgFW

と,Codex基 準 を下回 つた。

根 菜類 の うち ,タ マネ ギのCodcx基 準 は0.05mg/

kgF Wで ある。本調査 では6品 種 を供試 した ところ ,

カ ドミウム濃度 は 0.02～ 0.06mg/kgFWで あ り,1

品種 のみ Codcx基 準 を上回 つた。図 2か ら品種 間差

愛媛県農林水産研究報告 第3号  (2011)

○ 夏ホウレンソウ

● 冬ホウレンソウ

ー 線形 容ホウレンソウ)

R2=0742*

が見 られ た ので ,収 穫後 の土壌 pHと タマネ ギのカ

ドミウム濃度 との関係 を図 5に 示 した。土壌 pHが

上 が る とタマネ ギのカ ドミウム濃 度 は低 下す る傾

向にあ るが ,今 回の試験 の土壌 pHの 範 囲で は ,こ

れ らの間 には有意 な相 関は見 られ なか った .こ の

こ とか ら,タ マネ ギのカ ドミウム吸収 を抑 制す る

には ,低 吸収 の品種 を選 定す るこ とが ,よ り重要で

ある と考 え られた .

R401405

0.00
48

土壌 pH

図5 タマネギのカドミウム濃度と収穫後の土壌pHと の関係

果 菜 類 の Codex基 準 は ,キ ュ ウ リ,ナ ス で

0.05mg/kgFWで ある。キュ ウ リのカ ドミウム濃度

は ,可食 部 で 0.01mg/kgFW以 下 ,茎葉 で 0.04～

0.07mg/kgFWで あ り,エ ン ドウや ソラマ メ と同様

にカ ドミウムの吸収 が少 ない品 目の一つであつた :

ナ スで は同一台木 (台 木 品種 :F)に よる品種比

較 を 5品 種 で行 つた ところ ,可 食 部 カ ドミウム濃 度

が 0.04～ 0.09mg/kgFWと な り,4品 種 で Codex基

準 を上 回 つた 。E品 種 では ,台 木 Fに 接 木 した場合

0.04mg/kgF Wで あつたが ,台 木 Gに 接木 した場合

0.01mg/kgFWと 約 4分 の 1に 低 下 した 。竹 田 ら

(2007)は トルバム種 (Sο ′α
“““

′οrツ

““
)の ナス

用台木品種 `ト ルバム・ビガー'は対照台木 `台 太

良5(Sο ′α′
““

″θ′οηgθ

“
И)'や `ヒ ラナ ス (Sο ′α″γ

“
J″ ′θgrヴο′J“ ″)'お よび 自根 栽培 に対 してカ ドミウ

ム濃度 を 2分 の 1か ら 4分 の 1に 低減 で きた と報告

してい る。これ らの こ とか ら,ナ スでは低 吸収 台木

に接 木 す る こ とで可食 部 の カ ドミウム濃 度 を低減

で きる可能性 があ ることが明 らか となつた。

農 林水 産省 HPに あ るカ ドミウム実態調査 (国 内

産農 畜水 産物 等 の実態調 査結果 ,平 成 14年 12月 )

では ,全 国の穀類 ,野菜 ,果 実 ,肉 類 ,魚 介類 等 に

含 まれ るカ ドミウム濃 度 が公 開 され てい る。 これ
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』
Ｊ
ヽ
Ｅ
）
貿
蝶
く
（
″
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を基 に ,ナ ス ,ホ ウ レン ソウ,タ マネ ギの COdexの

基準 を超過 した試 料 の割 合 を求 め る と,そ れ ぞれ

5.8%,3.0%,1.0%と な る。米の超過 割合 が o.3%
で あ る こ とか ら,こ れ ら品 目の超過 割合 は比較 的

高い と考 え られ る。本調査 か ら本県で は ,ナ スで は

多 くの品種 でCodex基準 を超 えた ものの ,低 吸収台

木へ の接木 で吸収抑制 で き,タ マ ネ ギで は低吸収

品種 の選 定 が効果 的で あ り,ホ ウ レン ソウでは低

吸収 品種 の選 定 と土壌 pHの 適正管理 で よ り吸収 を

抑制 で きる ことが明 らか とな った。また ,レ タス
,

キヤベ ツ,ソ ラマ メ,実 エ ン ドウ,サ ヤエ ン ドウ ,

バ レイ シ ョ,カ ンシ ョ,ナ ガイモ ,キ ュ ウ リで ,カ

ドミウム濃度 がそれ ぞれ の COdex基 準 よ り低 い こ

とが確認 で きた .野 菜 は品 目数 が多 く,品 種 まで考

慮す る と膨 大 な数 とな る。今 回 の調査 で は ご く一

部 を調査 した のみ であ るが ,他 県や独 立行政 法人

の試 験研 究機 関等 で も調査 が進 め られ てい る こ と

か ら,他 の品 目品種 も含 めて ,今 後 め研 究成果 を活

用 し,安全 0安 心 な農 作物 生産 につ なげてい きた

い .
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